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若手教職員の育成を中心とした、研修等の進化・発展 
 

「若手教職員の育成を中心とした、研修等の進化・発展」についての取組を３つ紹介します。

①初任者研修の充実 

初任者研修では、年間１４日の校外研修、年間１４０時間以上の校内研修を実施しています。 

校外研修では、より実践的な学び・現場での経験を重視した学びとなるよう、今年度より以下の新た 

な研修内容を追加しています。 

 

・岡山市立少年自然の家を活用した「校外学習の実際」 

・「体育科の安全管理」（小学校のみ） 

・「令和の日本型学校教育を目指して」 

・「キャリア教育について」 

（中学校・義務教育学校後期課程のみ） 

・「探究的な学びについて」 

 

校外学習の実際 in 岡山市立少年自然の家 

校外学習等における安全面への配慮や対策について考えるとともに、

初任者同士の絆づくりもねらいとして行いました。ネイチャーワークなどを

通して、下見の大切さなどを学ぶとともに、同期との絆を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

体育科の安全管理 in 山南拠点プール 

水泳指導をする際の安全管理について学び

ました。実際にプールを使って研修を行うこと

で、受講者にとって実感を伴った学びとなりまし

た。 

 

 

教育研究研修センターだより 

通巻 No.298                       令和７年６月２３日（月）発行 

＜初任者の声＞ 

◇児童の実態に合う丁寧な指導を心掛け、水泳を安全に楽しめる授業づくりをしていきたい。 

◇指導者の立ち位置やバディの大切さを意識して指導していきたい。 

＜初任者の声＞ 

◇他校種の先生と話をすることで、悩んでいるのは自分だけではないということが分かり、安心した。 

◇教員としての互いの視点を共有したり、有意義な話をしたりすることができ、楽しく活動できた。 

◇下見をすることで、地図や写真だけでは分からない危険な箇所も把握できることが分かった。 

New！  

New！  
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「令和７年度初任者研修の手引」より 

校内研修では、右図にあるように、管理職のリ

ーダーシップ・サポートのもと、校内指導教員を

中心に学校全体で初任者と「伴走」する支援体制

の充実を目指しています。 

校外研修、校内研修の一体的な充実を図るた

め、センター、学校が連携し、初任者と「伴走」し

ながら好循環を生み出していくことに努めていき

ます。 

 

 

 

②OJT若手教員育成支援プロジェクト 
豊富な知識と経験を有する教員経験者（ＯＪＴ支援員）が市内小・

中学校、義務教育学校に出向き、各校の課題やニーズに応じて若手

教員育成のための支援を実施しています。対象は、採用２・３年目の

教諭、経験年数が１～３年目の常勤講師です。若手教員の指導力の

向上を図ったり、ＯＪＴ支援員が各校の若手教員育成支援体制の構

築・充実を支援したりすることを目的としています。 

今年度は小学校３４校、中学校１５校への支援が始まっています。１

校につき年間５回、基本は授業を参観し、その後、参観した授業や共通のテーマについて協議する等、

学校の実態に合わせて、様々な方法で実施しています。 

 

③若手の先生のための「ヌックカフェ」 

 月に１回、若手の先生のための「ヌックカフェ」を開催しています。日々の

悩みやちょっとした疑問などについてセンターの指導主事が相談に応じま

す。 

対象は、「採用３年目までの教諭または講師」ですが、対象ではない先

生方が一緒に参加しても構いません。悩み相談はもちろんですが、話を

するだけで気持ちが少し楽になることもあると思います。先生方の申込を

お待ちしています。 

 詳しくは、センターHPを参考にしてください。 

 

今後も、将来の岡山市の教育を担う若手教職員の皆さんを、しっかりと

育成していきたいと考えています。 

また、若手教職員以外の皆さ

んの研修も子供の学びと教職

員の学びが相似形となるよう、

研修観の転換を図っていきま

す。 

New！  


